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１．研究背景・目的 

堺は，室町時代に日明貿易の交易港として利用され，戦

国時代には南蛮貿易の交易港として日本全国そして世界各

地からも物資が集まった．市街地の周囲には濠がめぐり，

その環濠内においては，会合衆による自治がなされ「東洋

のベニス」といわれるまでに栄えた港湾都市である．また，

明治時代には，第五回内国勧業博覧会の第二会場となった

大浜公園を中心に，日本随一のアーバンリゾートとしての

賑わいを見せた．このように堺は海から発達してきた都市

であり，特に港は堺の繁栄において重要な役割を果たして

きたといえる． 

しかし現在，堺の海岸部では埋立地を中心にコンビナー

トが形成され，工業港としての側面が強まる一方で，中世

や近代に栄えたような，かつての面影は失われている．ま

た市街地とは鉄道や道路によって分断され，その結果，堺

旧港周辺一帯は海岸線からも市街地からも遠い存在となっ

てしまった． 

堺旧港では，かつての賑わいを取り戻そうと，2000年（平

成 12）に開催された「西暦 2000 年世界民族芸能祭（ワッ

ショイ！2000）」に併せて，内国博覧会当時，大浜公園に設

置されていた龍女神像が復元移設され 1)，新たな親水ゾー

ンとして整備が進められている．一方で，堺旧港には 1877

年（明治 10）に築造された全国的にも数少ない木造式の燈

台である国史跡の旧堺燈台が位置しているものの，周辺の

工場や高架道路により，存在感が薄まっている． 

現在，大阪府は，泉州地域をはじめとした府の沿岸部に

ある様々な地域資源を最大限に活用することで，2025年に

大阪府夢洲で開催予定の大阪・関西万博や，2029年頃の開

業を目指す IR によってもたらされるインパクトや関連イ

ンフラ整備の効果を，ベイエリア全体の活性化とそして，

更なる大阪・関西の発展につなげていく必要があるとして

大阪湾沿岸部におけるベイエリアの整備を進めている．特

に堺旧港においては，広域的なアクセス性や，歴史文化，

水辺等の資源を活かした国内外から人が訪れる魅力ある交

流拠点の形成を担うことが目指されている． 

本研究に関するこれまでの先行研究として，山田 2)によ

る，史実をもとに港と市街地との関係やそこでの交易等か

ら，港の繁栄・衰退の過程を探った研究がある．また，水

辺の景観に関する研究では，小田ら 3)が絵図をもとに明治

期以降の大阪における堀川の変遷や水辺のデザインを扱っ

たほか，横内ら 4)は，千葉県船橋港での実態調査をもとに

港湾のアメニティと「港らしい」景観の関係性を探ってい

る．しかし，現在の堺旧港において，港の歴史的な位置づ

けが現在の景観にどのように影響しているかを踏まえたう

えで，堺旧港の新たな魅力を景観面から述べた研究はまだ

ない．そこで本研究では，古代から現在までの時代の流れ

で，堺旧港周辺の成立と繁栄，衰退の過程や，港の様相の

変化といった歴史的側面と，現在の堺旧港の景観との関連

性を探ることによって，新たな都市景観の創出のあり方を

考察することを目的とした． 

２．研究方法 

本研究では堺旧港を調査対象地とした．堺旧港は，大阪

府堺市堺区北波止町，大浜北町 5 丁などに位置する

11,800m2の港である 5）． 

 本研究ではまず，堺旧港の成立にあたり，関わりの深い

旧環濠地域や大浜公園などの堺旧港周辺地区について，史

実が掲載された資料・文献をもとに，歴史的変遷を捉えた．

また，地図情報をもとに物的環境特性を探り，現況を把握

するとともに，都市計画情報をはじめとする関連計画から，

大阪府や堺市が計画する対象地における望ましい将来像や

今後の方向性について探った．次に，堺旧港における現在

の景観において，被験者による写真投影法を行い，得られ

た景観写真を用いて，景観構成要素の画面構成率とその構

図から，対象地において視覚的に捉えられる景観特性を明

らかにした． 

３．歴史変遷からみた堺旧港の位置づけ 

（１）堺旧港の成立と発展期 

堺は，古代より陸上・海上の結節点として重要な場所で

あった．室町時代の 1469 年に遣明船が帰着したことを契

機に貿易港として栄え，江戸時代には南蛮貿易や朱印船貿

易の基地として全国各地から物資が集まった．当時は，特

定の港は存在せず，沖で大型船から小型船へと荷揚げがな

されていた．また，市街地の周囲には濠がめぐり，その環

濠内では武士ではなく『会合衆』という豪商らによる自治

が行われていた． 

（２）衰退期 

1615年に起こった大坂夏の陣で市街地が焼けた後，徳川

幕府により造られた新たな碁盤目状の町割りや環濠の位置

は現在とほぼ変わっていない．この時，沿岸部に港が設け

られた．1705年に大和川が付け替えられると，新川の土砂

堆積により港湾機能を失くした．江戸商人・吉川俵右衛門

を中心に，改修工事が半世紀以上も続き完成したカボチャ

型の港は現在に受け継がれている（図－1）． 

（３）２度目の繁栄期 
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図－１ 1863年の堺港および堺環濠都市の様子 

（『堺市史』付図 文久改正堺大絵図に著者加筆） 

明治時代に入ると，堺港の南に位置する大浜公園が 1903

年に，第五回内国勧業博覧会の第二会場として水族館や海

水浴場などが建設され，日本随一のアーバンリゾートとし

ての賑わいを見せた． 

（４）２度目の衰退期 

自然災害や第二次世界大戦の戦火に見舞われ，その繁栄

の面影はなくなってしまった．戦後，1958年より沿岸部で

は埋立てが進み阪神工業地帯の一環をなす大規模コンビナ

ートが建設された．こうして堺旧港周辺においても，工業

港としての側面が強まった他，新たに開通した鉄道や道路

により市街地から分断されてしまった． 

（５）現代 

近年，堺旧港では，かつての賑わいを取り戻そうと護岸

工事や親水プロムナード整備が行われ，西端に移設された

1877年築造の国史跡・旧堺燈台の対岸の工場壁には，南蛮

貿易で栄えた港の様子が描かれている．2000年に内国博覧

会当時，大浜公園に設置されていた龍女神像が新設されて

いる．また現在は，プレジャーボートが停泊するマリーナ

と化している． 

４．堺旧港周辺における景観特性 

（１）港湾景観の特性 

写真投影法による景観調査において，被験者 5名が撮影

した合計 86枚の景観写真に対して，視点場と視方向から 5

名中2名以上が撮影した18地点18枚を抽出した（図－2）．

図－2 に示すように景観写真の視方向は，湾の中心付近を

望むものが多く，水面の映る景が 18枚中 17枚であっ 

図－２ 景観調査における視点場・視方向 

た．18枚すべての景観写真において，水平線が望めるよう

な自然的な海岸景観ではなく，また堤防や歴史的資源，港

湾施設ではなく，埋立地の工場や倉庫，高架道路等の海を

連想させないような施設が視野内に映る景となっていた．

なお，18枚中1枚のみ，湾の周辺を向き，水面が映らない

景観写真が認められた． 

次いで，解析対象とする計 18 枚の景観写真について景

観構成要素を求め，構成要素の各項目について画像に占め

る割合を画面構成率として求めた． 

以上より明らかになった知見をもとに，水面と人工物の

出現タイプ及びこれらの画面構成率の割合をもとに，水面

と人工物による構図の類型化を行い，Ⅰ～IVの 4タイプに

分類した（図－3）． 

人工物が中景および近景に現れるタイプⅠは水面の割合

と人工物の割合に着目すると，さらに 2分類できた．18枚

中 13 枚が該当するタイプⅠ「人工物が片側から水面を覆

う景」は，人工物が片側から水面を囲むように近景と中景

に現れる点が特徴的である．水面と人工物の割合の大小は

傾向が大きく 2分したが，カボチャ型の湾形や運河を持つ

堺旧港のならでは見られる景である． 

タイプⅡ「人工物が中央で帯状に現れる景」は，水面が

下段となり景観写真の中央の中景域に帯状に人工物が現れ

る景である． 

タイプⅢは「人工物が優位に現れる景」として，旧堺燈

台が中央に映る 2枚が該当する．これらは，歴史的建造物

である旧堺燈台が慶安写真の中心に見られ，その背後や周

辺に高架道路や工場など近代の都市化・工業化を示す建造

物が見られる景である． 

一方，No.6 は 18 枚中 1 枚のみあった「水面が映らない

景」であり，これをタイプⅣとした．しかし，No.6は舗装

タイルやヤシの植栽により西洋のリゾートを回顧させるよ

うな，水面が映らなくとも「港らしさ」を感じる景となっ

ていた． 

以上，解析に用いた 18枚すべての景観写真において，水

平線が望めるような自然的な海岸景観でも，堤防や歴史的

資源，港湾施設でもなく，工場や倉庫，高架道路など，そ

れ単体では海を連想させないような施設が視野内に映る景 

78



 

図－３ 堺旧港における港湾景観の類型図 

となっていた．また，それらの存在により，本来の自然的

な海岸景観ではなく，水平線が望めない景観となっている

ことが分かった．そして，大阪府による親水プロムナード

の整備は，ヤシの植栽や明度の高いタイル舗装を使用した

洋式護岸のデザインとなっており，これらは，堺の歴史的

背景や，そこに残る歴史的資源とは意味合い的にはそぐわ

ないが，等間隔に植えられたヤシと舗装タイルのデザイン

により堺旧港の独特の形状が強調され，階段護岸により，

独自の囲繞空間が形成されていることが分かった． 

また，旧堺燈台を視対象としたタイプ III の 2 枚はそれ

ぞれ、高架橋がフレームを形成し，旧堺燈台とのコントラ

ストを生み出し，燈台の存在を強調するような景と，旧堺

燈台の背面に護岸や工場が見られる景であり，堺旧港に残

る歴史的資源と近代の都市化・工業化によってできた構造

物が相まって，他にはない堺独自の景観を形成しているこ

とが分かった． 

さらに，景観調査と周辺土地利用や建物高さから，北波

止には工場や住宅，東には商業施設や複合施設の開発予定

地が広がり，港湾景観に影響を与える要素は少ないことが

分かった．一方，南波止の東側から西側にかけては大浜公

園の緑地が立地し，移動や景観面での連携が重要となる． 

４．結論・まとめ 

堺旧港周辺の歴史的特性について，堺は古代から水陸の

交通網の結節点として重要な地であった．室町時代には， 

1467年に遣明船が堺の港に着いたことが契機となり，以後，

貿易都市・自治都市として繁栄したが，江戸時代に入ると，

1615 年の大坂夏の陣でまちが全焼し，1705 年の大和川の

付け替えで，新川の土砂堆積の影響を受け港は衰退した． 

明治時代の内国勧業博覧会の開催を受け，大浜公園と海

岸を中心に繁栄を迎え，その後第二次世界大戦の戦火や工

業地帯の造成で港は市街地と分断され，衰退の一途をたど

った．現在は，プレジャーボートが停泊するマリーナ，近

年はプロムナードの整備，龍女神像の復元移設，旧堺燈台

の保存改修工事が実施されるなど，歴史資源の保存・再生

の取り組みがなされている．堺旧港及び周辺では繁栄と衰

退を繰り返してきたが，独特な湾形が現代に至るまで受け

継がれている点が堺旧港に残る歴史資源と言える． 

堺旧港周辺の景観特性について，写真投影法による景観

写真計 18 枚を解析した結果，水面と人工物による構図か

ら，「人工物が片側から水面を覆う景」，タイプ II「人工物

が中央で帯状に現れる景」，タイプ III「人工物が優位に現

れる景」，タイプ IV「水面が映らない景」の 4 つのタイプ

に分類された．特に，18枚中 13枚が該当するタイプⅠ「人

工物が片側から水面を覆う景」は，人工物が片側から水面

を囲むように近景と中景に現れる点が特徴的であり，カボ

チャ型の湾形を持つ堺旧港特有の景であるといえる．タイ

プⅡ「人工物が中央で帯状に現れる景」は，水面が下段と

なり景観写真の中央の中景域に帯状に人工物が現れる景で

ある．また，タイプⅢは「人工物が優位に現れる景」とし

て，旧堺燈台が中央に映っている 2枚が該当する．これら

は，歴史的建造物と高架道路や工場など近代の都市化・工

業化を示す建造物が相まった，新たな景観が生み出されて

いた．また，18枚中 1枚のタイプ IV「水面が映らない景」

は親水プロムナード整備により，水面が映らなくとも「港

らしさ」を感じる景として位置づけられた． 

以上，解析に用いた 18枚すべての景観写真は，工場や倉

庫，高架道路など，それ単体では海を連想させないような

施設が視野内に映り，水平線を遮っていた．具体的には，

カボチャ型の湾内から西側の運河や大阪湾を望むときに，

運河上の阪神湾岸高速 4号線の高架橋が水平線を遮り，ま

た，高架橋を超えた西端の旧堺燈台が立地する地点からは，

南北の両脇に堺 3区・4区，大阪湾の西を望めば，堺2区，

堺 6区，堺 7－3区というように堺・泉北臨海工業地帯の一

部が水平線を遮っていた．明治・大正時代には海岸沿いに

眺望を売りとする料亭が建てられていたが，現在の堺旧港

においては，水平線まで水面が見渡すことや，水面との連

続的な利用はできず，自然的な海岸景観を失っている．特

に，工場や倉庫，高架道路などは，本来，沿岸部にあるべ

きだという必要性はないものの，物流面や地価の安さから，

沿岸部・臨海部に立地が集中する傾向がみられ，眺望景観

の阻害要素となりかねない．一方で，堺旧燈台と高架橋や

工場の景観が同時にみられる景観の構図は，意外性を持っ

た新たな堺旧港の景観として評価されており，歴史資源を
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表 3－5 景観写真の構図モデル 

タイプ 枚数 構図モデル（黒枠）と景観写真の一覧 

Ⅰ 

Ⅰ－1 

(水面： 

40％～ 

人工

物： 

～50％) 

６景 

(①②

③④

⑩⑯)

① ② 

③ ④ ⑩ 

⑯ 

Ⅰ－2 

(水面： 

～30％ 

人工物： 

50％～)

７景 

(⑦⑧

⑨⑪

⑬⑭

⑱)

⑦ ⑧ 

⑨ ⑪ ⑬ 

⑭ ⑱ 

Ⅱ 
２景 

(⑤⑫)

⑤ ⑫ 

Ⅲ 

１景 

(⑮)

⑮ 

1 景 

(⑰)

⑰ 

Ⅵ 
１景 

(⑥)

⑥ 
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活かした周辺土地の整備やデザインが重要であるといえる． 

以上より，堺旧港における今後の景観形成について，失

った海岸景観を取り戻すことが理想ではあるが，前述のよ

うに，堺旧港周辺の海岸線には工場地帯が立地している．

また，周辺の土地利用や建物高さの調査から，北波止には

工場や住宅，東には商業施設や複合施設の開発予定地が広

がり，これらは港湾景観を連想させるものではなく旧堺港

との連続性も薄い．一方，堺旧港の南湾戸の後背地に位置

する大浜公園はスポーツ施設が充実しているだけでなく，

かつて砲台場や内国勧業博覧会の開催地となった経緯があ

り，砲台の遺構や堀が残るなど歴史的意味を持つ公園であ

る．運河の北岸に位置する大浜北公園の緑地と，移動面・

景観面で連携することで，認知度の向上とともに，来訪者

の利用の幅が広がると考えられる．2021年には，大阪府が

発表した『大阪広域ベイエリアまちづくりビジョン』にお

いて，堺旧港のまちづくりが，泉州地域のベイエリア活性

化を牽引するリーディング事業に位置付けられており，水

上アクティビティやキッチンカーを用いた社会実験の実施

や，後背地である大浜北町の複合施設を建設する計画が進

められる．今後，引き継がれてきたカボチャ型の形状をは

じめとした歴史資源を維持しつつ，後背地には海の景観や

港湾景観のイメージを相乗的に向上させるような施設の設

置することで周辺地域と一体となった開発を行い，堺の湾

岸部におけるシンボル的な港湾景観の創出が期待される． 
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